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1.組織の概要 

 

   商    号：株式会社ワイ・ケー・コーポレーション 

 

   住    所：横浜市磯子区洋光台６‐１‐１ 

                        ファミリーコアビル２Ｆ 

 

   創    立：平成８年５月 

 

   資 本 金：10,000,000 円 

 

   役    員：代表取締役 栗原克多 

 

   事業内容：マイクロ波用コネクター及びコンポーネントの販売 

        ケーブルＡｓｓｙの販売 

        その他電子機器及び電子部品の販売 

 

       【販売代理店】 

・AplusRF co.Ltd  （韓国） 

     ・神栄キャパシタ株式会社 

 

   事業規模：従業員数：4 人 

        事業所の床面積：33 ㎡ 

      

2.対象範囲（認証・登録範囲）、 

マイクロ波用コネクター及びコンポーネント、 

   ケーブルＡｓｓｙ、その他電子機器及び電子部品の 

   販売 
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3.環境経営方針 

      基本理念 

当社は、電子機器及び電子部品の販売をしております。最近の地球環境問題の進展、 

企業をめぐる社会情勢の推移の中で、顧客の要請を踏まえて可能な限り環境保全活動を 

進めます。特に、省資源及びグリーン調達を積極的に進めて参ります。 

 

        環境経営方針 

・ 環境に関連した法律、法令、規則、業界基準を遵守し、環境保全及び環境マネージメ 

ントシステムの継続的な改善に努めます。 

・ 地球温暖化防止のため、電力等エネルギーの節減をして CO2 を削減します。 

・ 資源の有効活用を図り、排出物の削減と節水に努め、リサイクルを推進します。 

・ 得意先に環境情報の提供を図り、環境配慮に努めます。 

 

制定 2008 年 7 月 7 日 

                      株式会社ワイ・ケー・コーポレーション 

代表取締役 栗原克多 

4.環境経営目標（中期目標） 

                                              ※小数点以下、四捨五入 

環境目標項

目 

実施 

項目 

単位 2021 年度 

20/11～21/10 

2022 年度 

21/11～22/10 

2023 年度 

22/11～23/10 

2024 年度 

23/11～24/10 

CO2 電気 

ガス 

ｶﾞｿﾝ 

総量 

kWh 

N ㎥ 

ℓ 

kg-CO2 

3,123 

  20 

 489 

2,728 

  3,091 

    19 

   484 

    2,700 

  3,060 

   18 

  479 

  2,673 

   3,029 

    17 

   474 

   2,646 

 

 

一般廃棄物  kg 24 23    22    21  

ｸﾞﾘｰﾝ調達   ｸﾞﾘｰﾝ購入法

適合品を購入 

同左  同左  同左  

水使用量  ㎥ 3 3   3    3  

製品ｻｰﾋﾞｽ

のｸﾞﾘｰﾝ化 

  ・配送ﾙｰﾄ郊率 

 化 

・販売時の包

装を簡素化 

同左  同左  同左  

※当社は化学物質の使用はありません。 

※当社は産業廃棄物の排出はありません。 
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5.環境経営計画(対象期間：2022 年 11 月～2023 年 10 月) 

環境経営目標 手段 責任者 

電気 エアコンの適正温度管理を実施する。 栗原 

定期的にフィルターの清掃を実施する。 

不在時消灯と休憩時間消灯の徹底管理を実施する。 

ブラインドの調整による日射の遮断。 

自然光の確保による照明効果の取入れ実施する。 

ガス ファンヒーターの使用停止する。 栗原 

ガソリン 急発進、急停止をしない運転を実施する。 栗原 

エコ運転を徹底する。 

一般廃棄物 一般ゴミ、資源の分別管理による廃棄物削減。 

リサイクルの向上。 

ダンボール等を再利用する。 

コピー紙の裏紙使用で使用量を削減する。 

グリーン調達 グリーン購入法適合された文具等を使用する。 栗原 

水使用量 節水に心掛ける。 栗原 

製品・サービスの

グリーン化 

配送ルートを効率化する。 栗原 

販売時の包装を簡易化、又は無包装化する。 
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    6.実施体制と役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 役割・責任・権限 

 

代表者（社長） 

 

 

 

 

 

 

 

環境管理責任者 

（社長兼任） 

 

 

 

従業員 

 

 

・ 環境方針を策定する 

・ ＥＡ２１の実行に必要な資源（人・物・金）を用意

する 

・ 環境管理責任者も兼務する 

・ ＥＡ２１の全体的な取り組み状況を評価し、見直し

に必要な指示を与える 

 

 

・ 環境経営システム要求事項を確立し、実施し、維持

することを確実にする 

・ 環境経営システムの構築・運用状況を確認する 

 

 

・ 環境目標、活動計画の実施 

・ 環境に関する責任あるやり方で業務の実施 

・ 問題があった場合、環境管理責任者へ報告 

 

社  長 

環境管理責任者 

営業部 業務部 
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7.環境経営目標の実績 

(1) 最終評価                   ※小数点以下、四捨五入 

環境目標項

目 

実施 

項目 

単位 【基準】 

16/11 ～

17/10 

活動期間目標 

22/11～23/10 

 

活動期間実績 

22/11～23/10 

 

 

評価 

CO2 電気 

ガス 

ｶﾞｿﾘﾝ 

総量 

kWh 

N ㎥ 

ℓ 

kg-CO2 

2,889 

   20 

 600 

2,880 

3,030 

  19 

 474 

3,874 

 

 

 

 

2,688 

   0 

488 

2,525 

 

 

 

 

 〇 

 〇 

 × 

 〇 

一般廃棄物  kg 24 24  24   〇 

ｸﾞﾘｰﾝ調達    ｸﾞﾘｰﾝ購入法

適合品を購入 

 再生紙を購入   〇 

水使用量  ㎥ 3 3  3   〇 

製品ｻｰﾋﾞｽ

のｸﾞﾘｰﾝ化 

   ・配送ﾙｰﾄを効

率化する 

・販売時の包

装を簡素化 

 ・配送ﾙｰﾄを効

率化した 

・販売時の包

装を簡素化 

  〇 

※CO2 定排出係数は、2016 年東京電力（0.518kg-CO2/kWh）を使用。 

※当社は化学物質の使用はありません。 

     (2) 中間評価                   ※小数点以下、四捨五入 

環境目標項

目 

実施 

項目 

単位 【基準】 

16/11 ～

17/10 

活動期間目標 

22/11～23/4 

 

活動期間実績 

22/11～23/4 

 

 

評価 

CO2 電気 

ガス 

ｶﾞｿﾘﾝ 

総量 

kWh 

N ㎥ 

ℓ 

kg-CO2 

2,889 

   20 

600 

2,880 

1,515 

 10  

 237 

1,937 

 

 

 

 

1,344 

  0  

244 

1,263 

 

 

 

 

 〇 

 〇 

 × 

 〇 

一般廃棄物  kg 24 12  12   〇 

ｸﾞﾘｰﾝ調達    ｸﾞﾘｰﾝ購入法

適合品を購入 

 再生紙を購入   〇 

水使用量  ㎥ 3 1.5  1.5   〇 

製品ｻｰﾋﾞｽ

のｸﾞﾘｰﾝ化 

   ・配送ﾙｰﾄを効

率化する 

・販売時の包

装を簡素化 

 ・配送ﾙｰﾄを効

率化した 

・販売時の包

装を簡素化 

  〇 
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      8.環境経営計画の取組内容・取組結果とその評価 

目  標  取 組 内 容 取 組 結 果 とその評 価 

電気使用量削減  無人スペースの照明消灯の徹底 電気使用量の削減が出来

た。 

エアコンの適正温度管理の実施 エアコンのＯＮ状態が多か

った。 

定期的なエアコンのフィルター

の清掃 

年々、汚れが酷くなるので 

清掃の回数を増やす。 

ガス使用量削減  ブラインド調整による日射の確

保 

天気の良い日に実行 

ガスファンヒーターの使用停止 依って、使用量０ 

ガソリン使用量削

減 

 ハイブリッド車に切り替え 効果大 

走行距離の把握 実行 

水使用量の削減  元栓バルブの調節 実行 

手洗い時の節水 実行 

一般廃棄物削減  両面印刷で紙の使用量削減 実行 

一般ゴミ、資源の分別管理 資源ゴミはリサイクルへ 

ダンボールの繰り返し利用 実行 

グリーン調達  コピー紙はグリーン製品を使用 実行 

製品ｻｰﾋﾞｽのｸﾞﾘｰﾝ

化 

 配送ﾙｰﾄを効率化 

販売時の包装を簡素化 

実行 

実行 

CO2 総量削減  

  

  遠方への訪問が増えた事

で、ガソリンの使用量が増

加。 
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    9.次年度の環境経営計画（2023 年 11 月～2024 年 10 月） 

環境経営目標 手段 責任者 

電気 エアコンの適正温度管理を実施する。 栗原 

定期的にフィルターの清掃を実施する。 

不在時消灯と休憩時間消灯の徹底管理を実施する。 

ブラインドの調整による日射の遮断。 

自然光の確保による照明効果の取入れ実施する。 

ガス ファンヒーターの使用中止。 栗原 

ガソリン 急発進、急停止をしない運転を実施する。 栗原 

エコ運転の徹底。 

一般廃棄物 一般ゴミ、資源の分別管理による廃棄物削減。 栗原 

リサイクルの向上。 

ダンボール等を繰り返し利用する。 

コピー紙の裏紙使用で使用料を削減する。 

グリーン調達 グリーン購入法適合された文具等を使用する。 栗原 

水使用量 節水に心掛ける。 栗原 

製品・サービスの

グリーン化 

配送ルートを効率化する。 栗原 

販売時の包装を簡易化する又は無包装化する。 

 

 

 

10.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等 

     の有無 

2024 年 1 月 9 日評価 

下記にまとめた当社の事業に関する環境関連法令の違反行為はありません。尚、関係当局より

の違反行為の指摘も過去 3 年間ありませんでした。 

家電リサイクル法 冷蔵庫、電子レンジ等、排出時に適正処理 順守 

容器包装リサイクル法 ペットボトル、缶 順守 

資源有効利用促進法 廃棄パソコン等、排出時に適正処理 順守 

グリーン購入法 コピー紙、文具等、環境物品の購入 順守 

廃棄物処理法 廃棄品、ルールに従った排出 順守 

ＲｏＨＳ指令 客先の要望に対応 順守 

横浜市生活環境の保全に

関する条例 

アイドリングストップ 順守 
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11.代表者による全体評価と見直し・指示 

                                   2024 年 1 月 9 日作成 

見 直 し 項 目 評  価  と  指  示 

環境方針 引き続き方針に従って行動する。 

環境目標 電気（11％削減）は、社員一人増えた事で足元の暖房器の使用が

増えた。 

ガスは、使用せず。 

ガソリン（3％増加）は、遠方への外出が増えた事に依りガソリン

の使用増になった。 

廃棄物（変わらず）は、コピー紙の裏紙使用の徹底に努めた。 

環境活動計画 漏れの無い様活動する。 

教育計画 課題を出し、社員、管理者、経営者研修は実施する。 

環境関連法規類 違反なし。 

  

 


